
共通意識を持った高等学校の道徳教育の展開に向けて

◎各教科・科目等で道徳教育を展開する際に，高校生の発達段階にふさわしい指導とな
るように教師が押さえておくとよい事項を「発達の段階に応じた道徳教育を展開するた
めの視点」としてまとめました。この視点を把握して，全教師が各教科・科目等の指導
において高校生の発達段階にふさわしい道徳教育を行うという共通意識を持つことで，
道徳教育の更なる充実が図られると考えます。

１ 「発達の段階に応じた道徳教育を展開するための視点」を活用した道徳教育の指導

〇 人間としての在り方生き方に関する教育への意識
高等学校の道徳教育では，人間としての在り方生き方について生徒に考えさせる指導

を行い，自己実現に資する教育活動を展開することが大切になります。自分にふさわし
いよりよい生き方を，選択可能ないくつかの生き方の中から選ぶ上で，自分自身に固有
な選択基準ないし判断基準を生徒に持たせることが求められます。

〇 自校の道徳教育全体計画と発達の段階の確認
自校の道徳教育全体計画に示している教育目標や道徳教育重点目標で目指している生

徒像と発達の段階を踏まえた実態把握，道徳科の学びへの理解から各教科・科目等での
指導を想定します。

(１) 自校の道徳教育全体計画の確認
自校の道徳教育全体計画に示している教育目標や道徳教育重点目標で目指している生

徒像を確認し，その生徒像に向けて各教科・科目等でどのような指導ができるのかを想
定します。（次項図１参照）

道徳教育の目標（高等学校学習指導要領平成30年告示 解説 総則編より）
『道徳教育は，教育基本法及び学校教育法に定められた教育の根本精神 に
基づき生徒が自己探求と自己実現に努め国家・社会の一員としての 自覚に
基づき行為しうる発達の段階にあることを考慮し，人間としての 在り方生
き方を考え，主体的な判断の下に行動し，自立した人間として他者と共に
よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うことを目標とすること』
・在り方：自分自身に固有な選択基準ないし判断基準

＝人生観，世界観，価値観
・生き方：在り方を基に，どのように生きていくかの選択

「発達の段階に応じた道徳教育を展開するための視点」
〇人間としての在り方生き方に関する教育への意識
〇自校の道徳教育全体計画と発達の段階の確認
〇各教科・科目等の指導と道徳教育のつながりへの意識

「発達の段階に応じた道徳教育を展開するための視点」を活用して，共通意識を持
つことが，道徳教育の更なる充実につながります。

－１－



「学びに向
かう力・人
間性等」に
ついての目
標を基に道
徳教育とし
ての取組や
目標等を記
入する。

共通意識を持った高等学校の道徳教育の展開に向けて

目指す生徒
像に向けて
各教科・科
目等でどの
ような指導
ができるの
かを想定す
る。

図１

－２－



共通意識を持った高等学校の道徳教育の展開に向けて

(２) 発達の段階を踏まえた実態把握
生徒の道徳性に関わる発達（「発達の段階一覧表」）を踏まえて実態を捉え，生徒の

思考を深められるような指導を考えます。

表１（高等学校学習指導要領解説総則編Ｐ275より一部抜粋）

〇 各教科・科目等の指導と道徳教育のつながりへの意識
各教科・科目等における「学びに向かう力・人間性等」についての目標が，道徳教育

に深く関わります。各教科・科目等の指導で，単元内に道徳教育と関連が図られる項目
があり，自校の教育目標や道徳教育重点目標の達成に資すると考えた場合には道徳教育
を意識した指導を想定しておきます。

公民科『公共』の学びに向かう力，人間性等に関わる目標
「よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度
を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される，現代社
会に生きる人間としての在り方生き方についての自覚や，公共的な空間に生き国
民主権を担う公民として，自国を愛し，その平和と繁栄を図ることや，各国が相
互に主権を尊重し，各国民が協力し合うことの大切さについての自覚などを深め
る。」

(３) 道徳科の学びへの理解
生徒は，小学校，中学校の道徳科で，表１のような道徳的諸価値についての理解を基

に自己を見つめ，物事を広い視野から多面的・多角的に考え，人間としての生き方につ
いての考えを深める学習を行っています。（高等学校学習指導要領解説総則編Ｐ275参
照）高等学校では，これまでの道徳科での学びを前提として人間としての在り方生き方
を考える教育を行います。
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２「発達の段階に応じた道徳教育を展開するための視点」を活用した道徳教育の指導想定

(1)  道徳教育の指導想定例
・道徳教育重点目標
「教養を身に付け，社会人として自立した生活が送れる人間の育成」

・発達の段階（「発達の段階一覧表」）を踏まえた実態把握
自ら考え主体的に判断し行動する生徒の様子が見られる。

・道徳科の学びへの理解
自主，自律，自由と責任について「自律の精神を重んじ，自主的に考え判断し，誠実に
実行してその結果に責任をもつこと」を学んでいる。

・公民科「公共」の目標及び単元『自立した主体としてよりよい社会の形成に参画する私
たち』が道徳教育重点目標で目指している生徒の育成に深く関わる。

共通意識を持った高等学校の道徳教育の展開に向けて

「発達の段階一覧表」抜粋

道徳教育としての指導内容，指導方法等
公民科「公共」で『契約』を扱う際に，契約には誠実にその契約を実行する責任

が伴うという，信義誠実の原則があることについて，社会の一員であるという自覚
を基に考えさせる。指導方法としてグループ活動を取り入れ，多面的・多角的に思
考する場面を設定する。

(2) 道徳教育の指導想定をするための工夫例
道徳教育全体計画に示してある事項と「発達の段階に応じた道徳教育を展開するための

視点」を基に，各教科・科目等で道徳教育を行う際に活用するシート等を作成します。各
教科・科目等の指導で，単元内に道徳教育と関連する項目がある場合に活用します。同じ
シートを全教師で活用することで共通意識を持つことにもつながります。（次項図２参
照）
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図２

記入例（特別活動：ホームルーム活動「キャリア形成と自己実現」）
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